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荒川英敏

真近に迫る英国下院総選挙

3月 30日に解散された英国国会下院（650議席）は 5月 7日の投票日を目指して選挙運動

の真っ最中であります。思えば 2010年 4月にキャメロン党首の率いる保守党とクレッグ党

首が率いる自由民主党との連立で誕生したキャメロン政権はちょうど 5年の任期を終えた

ことになります。しかし、今回キャメロン首相が議会解散権を行使して解散したわけでは

なく、実は 2011年に成立した議会会期固定法によって、5年ごとに 3月末に解散され 5月

の第一木曜日を投票日と定められ、今回の解散はこれにのっとてのいた訳です。2011年ま

では日本と同様に英国国会下院は首相の伝家の宝刀であります議会解散権を行使したり、5

年の任期を終えての総選挙を粛々と行われて来たのであります。とは言っても議会会期固

定法が施行された後でも次の二つの条件のどちらかを満たせば議会が早期に解散されるこ

とは可能で、それらは①内閣不信任案が可決された場合、②下院議員の 3/2以上の賛成で

任期前の早期総選挙が可決された場合に限られています。

さて、4月 9日よりスタートした選挙戦ですが静かに粛々と選挙戦が進捗している様です。

と申しますのもテレビでの候補者一人一人の政権放送もなく、選挙カーでの大音量での選

挙活動は禁止されているので、候補者はもっぱら週末や夜間に地域の教会や学校、公民館

等の公共施設での立会演説会か戸別訪問で自分の主張を丁寧に説明するのが一般的であり

ます。それと最近では Facebookや Twitterなどソーシャルメデｲアによるインターネット

を使っての選挙活動抜きでは語ることが出来ないのは言うに及びません。

私の滞在先のロンドン西部のイーリング区の場合は人口 25万人に対して 56箇所の投票所

が設定されています。滞在先から最も近い選挙公報板は、近くの教会前に貼り出されてい

た A2サイズの紙 3枚で構成された選挙公報板（写真①）のみです。内容を見てみますと、

投票方法の説明（写真②）、候補者一覧表（写真③）、投票所一覧表（写真④）でした。

いずれも表の字は小さく果たしてこれで選挙民に周知徹底出来るのか不思議でなりません。

しかし、英国の投票を実施する自治体も選挙運動する候補者も質素で小額の選挙運動費用

￡5,500（100 万円）と供託金￡55（10万円）で済んでいる様子が見てとれます。この事は

候補者の裾野を広げ、それだけ優秀な政治家を生み出すチャンスを創出していると言える

と思います。

翻って日本の選挙を見てみますと、選挙カーでの連呼やカラー印刷されたポスター、選挙

事務所の設立、運動員を雇ったり等諸々の 2000万円～1億円と言われている多額な費用、
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更に落選すると没収される供託金 300万円（小選挙区）、600万円（比例）を含むと三バン

と言われている地盤（組織）、看板（知名度）、鞄（資金）が無い場合は立候補は不可能で、

結局三バンを持っている二世、三世議員が幅を利かせ、それらの多くは政治家の資質を

持っているか疑わしい者も決して少なくありません。この事は優秀で政治への情熱を持っ

た者の政治家への道を閉ざしていることになり誠に嘆かわしいことであります。

写真① 教会の前に建てられた選挙公報板 写真② 投票方法の説明

写真③ 候補者一覧表 写真④ 投票所一覧表

さて、二大政党が国民に訴えるマニフェストですが、保守党は財政収支の黒字化や 200万

人の雇用創出、所得税削減、EUからの移民削減、医療改革の週末のホームドクター診療の

実施、行政の効率化と国会下院議員定数の削減等を打ち出しています。しかし目玉は何と

言っても保守党が勝利した暁には 2016年度中に英国の EUからの離脱を国民に問う国民投

票の実施であります。一方の労働党は財政赤字の改善、法定最低賃金の引き上げ、医療・

介護スタッフ（医師、看護師、助産婦、介護師等）の増員、小学生の 08:00～18:00までの

学童保育の保証、EU残留を是とし EU改革の推進等であります。5月 7日の投票日の国民の

審判がどう出るか見守りたいと思います。（了）


